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作
が
伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と

し
て
、
コ
メ
や
イ
ネ
の
情
報
は
、
東
関
東

に
も
届
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

た
だ
、
小
美
玉
市
は
そ
の
時
も
、
ま
だ

無
人
の
状
態
で
す
。
再
び
人
が
住
み
始
め

る
よ
う
に
な
る
の
は
弥
生
時
代
中
期
に

な
る
の
を
待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
原
因
は
、
何
だ
っ
た
の
か
。
弥
生
時

代
中
期
に
な
っ
て
、
ど
う
や
っ
て
人
が
住

め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

　

小
美
玉
の
歴
史
の
中
で
も
、
最
も
ミ
ス

テ
リ
ア
ス
な
時
期
が
、
縄
文
時
代
晩
期
末

か
ら
弥
生
時
代
前
期
と
い
え
ま
す
。

(

小
川
資
料
館　

小
玉 

秀
成)

人
口
減
少
の
謎

　

人
口
減
少
は
、
縄
文
時
代
後
期(

今
か

ら
４
０
０
０
年
ほ
ど
前)

に
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
頃
、
寒
冷
化
が
始
ま
り
、
海か

い
た

い退

と
い
っ
て
、
海
岸
線
が
遠
の
く
現
象
が
起

こ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
内
海
だ
っ
た

霞
ケ
浦
は
汽
水
域
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い

生
態
系
も
変
化
し
ま
す
。

　

要
は
、
豊
富
な
海
産
資
源
が
取
れ
な
く

な
り
、
食
料
資
源
が
枯
渇
し
て
い
く
の
で

す
。

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
時
代

　

弥
生
時
代
に
な
る
と
、
東
海
系
を
始
め

と
し
た
西
方
の
土
器
が
、
千
葉
県
な
ど
で

出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
稲

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

７8

謎
の
多
い
縄
文
時
代
晩
期
末
～
弥
生
時
代
前
期
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弥
生
時
代
＝
稲
作
？

　

弥
生
時
代
と
い
え
ば
、
日
本
列
島
に
稲

作
が
伝
来
し
、
農
耕
文
化
が
誕
生
し
た
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
。
こ
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
茨
城
県
に
お
い
て
も
決
し
て
間

違
い
で
は
な
い
の
で
す
が
、
小
美
玉
市
で

は
、
少
々
状
況
が
違
い
ま
す
。

空
白
の
５
０
０
年

　

市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
分
布
調
査

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
旧
玉
里
村

で
実
施
さ
れ
た
分
布
調
査
や
、
こ
れ
ま

で
に
市
内
で
行
わ
れ
た
試
掘
確
認
調
査

や
発
掘
調
査
の
成
果
を
見
る
と
、
縄
文

時
代
晩
期
、
特
に
そ
の
後
半
期(

今
か
ら

２
５
０
０
年
ほ
ど
前)

に
な
る
と
、
遺
跡

が
皆
無
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
状
態
は
、
弥
生
時
代
前

期(

今
か
ら
２
０
０
０
年
ほ
ど
前)

ま
で
続

き
ま
す
。
実
に
５
０
０
年
ほ
ど
、
小
美
玉

市
に
人
が
い
な
い
時
期
が
あ
る
の
で
す
。

　

何
故
で
し
ょ
う
？

問

企画展「荒
あ ら み

海式土器－東関東最古の弥生土器－」

茨城や千葉を中心とした東関東に分布する、荒海式土器を展示

する企画展を開催します。謎多き時代・時期の土器を、この機会に

ぜひご覧ください。入館料は無料です。

日時	 3月20日(金)～5月10日(日)　9：30～18：00

休館日	 月曜日（5月4日を除く）、3月31日（火）、	  

	 5月1日（金）、7日（木）

場所	 小川資料館（小川図書館２階）

荒海1式土器

荒海2式土器

荒海3式土器

荒海4式土器


